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いことを前提として行われるが，我々が対象とした系 I-(CH3I)(H2O)では Arを n個結合させて赤
外光解離スペクトルを測定したところ，付着する Arの数によりスペクトルが変化することが分か














I-(CH3I) (H2O)Arn (n = 06)について行い，










さらに n = 1,3では 2900  3000 cm-1に
CH3I の CH 伸縮振動が観測されている．
しかし n = 2ではこの CH伸縮振動が観測
されなかった． 



























I-(CH3I)(H2O)Ar →  I-(H2O)Ar 
+ CH3Iのエネルギー差が 3622 cm-1であるのに対し，I-(CH3I)(H2O)Ar → I-(CH3I)(H2O) + Ar
のそれは 615.2 cm-1とはるかに小さく，この現象がエネルギー的な問題とは考えにくい．スペク








解 離 し な か っ た ． 図 ４ は
I-(CH3I)(H2O)(N2)n (n = 24)で(N2)n
が解離したフラグメントをモニター
したスペクトルである．いずれも
2940 cm-1付近に CH 伸縮振動の弱




伸縮振動の励起で CH3Iのみが解離した現象は Ar特有の現象と考える． 
なぜこの様な選択的な振動モード間カップリングが発生しているのか，また Ar２個の場合にな




図4. I-(CH3I)(H2O)(N2)n(n = 2-4)の赤外光解離スペクトル 
 図３.n = 13のモニターしたフラグメント毎の赤外光解離スペクトル 
